
あなたは、45歳の働き盛り、開業して9年目の医師です。

32歳の時に5歳年下の女性と結婚し、現在10歳女子と7歳男子がいます。
子供は順調に育っており、自慢の家族です。

車で20分のところに実の両親（80歳、76歳）が暮らしていますが、長男夫婦と同
居しており、両親は、健康にも、暮らしにも大きな問題はありません。妻の両親に
も心配はありません。

数年前から、時折胃の鈍い痛みを感じていましたが、ストレス胃炎だろうと、抗潰
瘍薬を飲んでごまかしていましたが、最近特に痛みがひどく、食欲も落ちてきたた
め、決心して内視鏡検査を受けたところ、ステージⅣの胃がんと診断されました。
5年生存率は10％以下です。昔なじみの、信頼できる医師団に恵まれたため、化学
療法等は積極的に受けようと思っており、医療に対する心配は特にありません。

自分自身の仕事については、開業資金の返済はあと10年はかかると考えていたとこ
ろでしたが、生命保険で何とかなりそうな感触はあります。

両親のことは、兄に任せられるので安心なのですが、妻と子供のことが気がかりで
なりません。経済的な問題も心配です。

「10年以上前に禁煙し、健康には気を付けていたのに、なぜ自分が？」という気持
ちや、「これからというときに」といった感覚が頭を巡っています。



担当医から

「いろいろ辛いことがたくさんあるかと思う
のですが、今日は、治療以外のお話をしたい
と思っていますが、よろしいですか？」

「Aさんの、これからの時間の過ごし方につい
て、よろしければ、お話ししたいのです
が・・・」






